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全体 (2)

				平成30年 ヘイセイ ネン								平成31年 ヘイセイ ネン

						10月 ガツ		11月 ガツ		12月 ガツ		１Ｑ		2Q



		ＡＩ
ネットワーク
社会推進会議 シャカイ スイシン カイギ

		AIガバナンス
検討会 ケントウカイ



・AI利活用原則案の論点の検討
・国際的な議論のためのAI開発ガイドライン案のフォローアップ
・AIに関連する経済政策等

★

報告書
2018
公表
（7/17）


▲

▲

第12回


以降、
月１～２回程度開催

G20
貿易ﾃﾞｼﾞﾀﾙ経済
大臣会合

▲

▲

▲

▲

第１回
（11/29）


第２回
（12/10）


第３回
（12/18）


各利活用原則案に関する有識者ヒアリング

利活用原則案
方向性とりまとめ

国際動向フォローアップ

▲

▲

▲

▲

▲

▲

UNESCO
AI倫理
ﾗｳﾝﾄﾞﾃｰﾌﾞﾙ

OECD
AIGO会合

OECD
CDEP
会合

G7
ﾏﾙﾁｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞ
会合

▲

UNESCO
ｱﾌﾘｶ
AIﾌｫｰﾗﾑ

第11回
(10/30)




全体

				平成29年 ヘイセイ ネン

				6月 ガツ		7月 ガツ		8月 ガツ		9月 ガツ		10月 ガツ		11月 ガツ										8月		9月

		推進会議 スイシン カイギ

		海外 カイガイ



▲

第１回


▲

フォーラム
（国際シンポジウム）

▲

第２回


▲

第３回


▲

第４回


（意見募集）

『報告書2017』の取りまとめ
「ＡＩ開発ガイドライン」
（仮称）素案ver.1.0 等

「ＡＩ開発ガイドライン」
（仮称）素案ver.0.9の
　整理 等

（10/31）

（12/15）

（2/22）



課題ごと（対外）

		ＡＩネットワーク社会の推進に向けての主要課題 シャカイ スイシン ム シュヨウ カダイ



		課題 カダイ				当面の検討の場 トウメン ケントウ バ		スケジュール

								平成28年度 ヘイセイ ネン ド		平成29年度 ヘイセイ ネンド

		研究開発の原則・指針の策定				推進会議 スイシン カイギ

		ＡＩネットワーク化の進展に向けた協調の円滑化				推進会議 スイシン カイギ

						ＣＯＣＮ

		ＡＩネットワーク化の進展に伴う影響の評価指標及び豊かさや幸せに関する評価指標の設定				推進会議 スイシン カイギ

		プライバシー及びパーソナルデータに関する制度的
課題				法学研究会 ホウガク ケンキュウカイ

		社会の基本ルールに関する検討				法学研究会 ホウガク ケンキュウカイ

		リスクに関するシナリオの作成・共有				推進会議 スイシン カイギ

		ＡＩネットワークシステムに関するリテラシーの涵養				ＪＳＴ

		ＡＩネットワーク化に対応した就労環境の整備				内閣府大臣懇 ナイカクフ ダイジン コン

		セーフティネットの整備				内閣府大臣懇 ナイカクフ ダイジン コン

		ＡＩネットワークシステムのガバナンスの在り方		ハードロー、ソフトローの
役割分担の検討 ヤクワリ ブンタン ケントウ		法学研究会 ホウガク ケンキュウカイ

				議論の場の形成 ギロン バ ケイセイ		フォーラム
（推進会議） スイシン カイギ

		　推進会議：ＡＩネットワーク社会推進会、法学研究会：総務省において開催されている情報通信法学研究会、内閣府大臣懇：人工知能と人間社会に関する懇談会、ＣＯＣＮ：産業競争力懇談会、
　ＪＳＴ：科学技術振興機構 スイシン カイギ シャカイ スイシン カイ ホウガク ケンキュウカイ ソウムショウ カイサイ ジョウホウ ツウシン ホウガク ケンキュウカイ ナイカク フ ダイジン コン ジンコウ チノウ ニンゲン シャカイ カン コンダンカイ サンギョウ キョウソウリョク コンダンカイ カガク ギジュツ シンコウ キコウ

		（注）その他の課題（競争的なエコシステムの確保、経済発展・イノベーションの促進に向けた課題、利用者の保護、ＡＩネットワークシステムに関するセキュリティの確保、コンテンツに関する制度的課題、情報通信インフラの高度化の加速、ＡＩネットワーク・ディバイド形成の防止、人間の在り方に関する検討、ＡＩネットワーク化に対応した人材育成、地球規模課題の解決を通じた人類の幸福への貢献）については、当面、市場の動向や各府省庁における検討を注視することとする。 チュウ タ カダイ トウメン シジョウ ドウコウ カク フショウチョウ ケントウ
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▲
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▲

国際シンポジウム
（フォーラム）

▲

国際シンポジウム
（フォーラム）

▲

ＣＯＣＮ
報告書

▲

報告書

▲

報告書

▲

▲

フォーラム

▲

▲

フォーラム

国際シンポジウム
（フォーラム）

▲

フォーラム

▲

国際シンポジウム
（フォーラム）

フォーラム

▲



課題ごと（省内）

		ＡＩネットワーク社会の推進に向けての課題（補足）
（ＡＩネットワーク化の進展に応じて取り組むもの、他の取組の一環として取り組むもの） シャカイ スイシン ム カダイ ホソク カ シンテン オウ ト ク タ トリクミ イッカン ト ク



		課題 カダイ				対応の方向性 タイオウ ホウコウセイ		省内関係部署 ショウナイ カンケイ ブショ		省外関係機関
（取組が期待される機関） ショウガイ カンケイ キカン トリクミ キタイ キカン

		競争的なエコシステムの確保		・
		ＡＩネットワーク化の進展に応じ、市場の動向の注視等（データの創造・流通・蓄積の状況、事業者間の競争状況等） カ シンテン オウ シジョウ ドウコウ チュウシ トウ ソウゾウ リュウツウ チクセキ ジョウキョウ ジギョウシャ カン キョウソウ ジョウキョウ トウ		情政課、データ課 ジョウセイカ カ

		経済発展・イノベーションの促進に向けた課題		・
		ＩＣＴの開発・利活用に関するイノベーションの促進に向けた一般的取組の一環として検討 カイハツ リカツヨウ カン ソクシン ム イッパンテキ トリクミ イッカン ケントウ		情政課、統括官島、
技術島 ジョウセイカ トウカツカン ジマ ギジュツ ジマ

		利用者の保護		・
		ＡＩネットワーク化の進展に応じ、ＡＩネットワークサービスの利用者の利益を保護する観点からの市場の動向の注視等 リヨウ シャ リエキ ホゴ カンテン シジョウ ドウコウ チュウシ トウ		情政課、データ課、
消行課 ジョウセイカ カ ショウギョウ カ

		ＡＩネットワークシステムに関するセキュリティの確保		・		情報セキュリティに関する一般的取組の一環として検討 ジョウホウ カン イッパン テキ トリクミ イッカン ケントウ		セキュ室 シツ		ＮＩＳＣ

		コンテンツに関する制度的課題		・		知的財産の保護に関する一般的取組の一環として検討 テキ				知財戦略本部

				・
		ＡＩネットワーク化の進展に応じ、ＡＩを利活用したコンテンツの創造等に関する取組の一環として検討（寡占状況の注視等）		情政課、コン課

				・
		オープンデータの提供の在り方に関する一般的取組の一環として検討 テイキョウ ア カタ カン イッパン テキ トリクミ イッカン ケントウ		情流課、技術島 ジョウリュウカ ギジュツ ジマ		ＩＴ戦略本部 センリャク ホンブ

		情報通信インフラの高度化の加速		・		情報通信インフラの整備に関する一般的取組の一環として検討 ジョウホウツウシン セイビ カン イッパン テキ トリクミ イッカン ケントウ		技術島 ギジュツ ジマ

		ＡＩネットワーク・ディバイド形成の防止		・
		デジタル・デバイドの防止・解消に関する一般的取組の一環として検討 ボウシ カイショウ カン イッパン テキ トリクミ イッカン ケントウ		関係課室 カンケイ カシツ

		人間の在り方に関する検討		・
		知的・身体的能力の拡張（エンハンスメント）等に関して、他の課題の検討の一環として検討 チテキ シンタイテキ ノウリョク カクチョウ トウ カン タ カダイ ケントウ イッカン ケントウ

		ＡＩネットワーク化に対応した人材育成		・		ＩＣＴ人材の育成に関する一般的取組の一環として検討 ジンザイ イクセイ カン イッパン テキ トリクミ イッカン ケントウ		情政課、情利課、
技術島 ジョウセイカ ジョウ リ カ ギジュツ ジマ

		地球規模課題の解決を通じた人類の幸福への貢献		・		地球規模課題の解決に向けた一般的取組の一環として検討 チキュウ キボ カダイ カイケツ ム イッパン テキ トリクミ イッカン ケントウ		国際島（関係課室） コクサイ シマ カンケイ カシツ

		ゴシック体：独立した取組を要する課題、明朝体：他の取組の一環として取り組む課題 タイ ドクリツ トリクミ ヨウ カダイ ミンチョウタイ タ トリクミ イッカン ト ク カダイ
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